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(2) 土地利用 

 土地利用の状況 

名古屋市、港区及び南区の令和 2 年 1 月 1 日現在における土地利用の状況は、表 1-

4-36 に示すとおりである。 

名古屋市、港区及び南区における土地利用区分は、宅地の割合が高く、名古屋市では

約 83％、港区では約 72％、南区では約 87％となっている。 

調査地域の建物用途の状況は、図 1-4-28 に示すとおりである｡ 

調査地域は、工業施設用地、住居施設用地及び供給・処理・運輸施設用地が多くなっ

ている。事業予定地の周囲は、工業施設用地、供給･処理･運輸施設用地が多く、住居施

設用地、公園・緑地等が点在している。 

 

表 1-4-36 土地利用の状況 

単位：a 

区分 総数 田 畑 宅地 

 

池沼 山林 原野 
鉄道軌道 

用地 
雑種地 宅地率 

（％） 

名古屋市 1,838,238 59,357 52,578 1,520,493 82.7 564 21,987 2,242 28,245 152,772 

港区 240,492 37,410 8,596 173,425 72.1 － － － 1,921 19,140 

南区 114,231 － 883 98,762 86.5 239 10 － 3,671 10,666 

注)1:令和 3 年 1 月 1 日現在 

2:宅地率＝宅地面積/総数×100 

出典）「毎年の統計データ（名古屋市統計年鑑）」（名古屋市ウェブサイト） 

 

 都市計画法に基づく地域地区及びその他の土地利用計画 

調査地域は、全域が名古屋都市計画区域に含まれている。用途地域の指定状況は、図 

1-4-29 に示すとおりである。 

事業予定地の用途区分は工業専用地域、工業地域及び第 1 種住居地域である。また、

事業予定地周辺の用途区分も工業専用地域、工業地域及び第 1 種住居地域となっている。 

臨港地区の指定状況は、図 1-4-30 に示すとおりである｡ 

調査地域には、臨港地区の指定があり、商港区、工業港区及び特殊物資港区に指定さ

れている。なお、事業予定地の周囲には、工業港区の指定がある。 

高度地区の指定状況は、図 1-4-31 に示すとおりである。 

調査地域には、31ｍ高度地区、絶対高 31ｍ高度地区及び絶対高 45ｍ高度地区の指定が

ある。なお、事業予定地及びその周囲には、31ｍ高度地区及び絶対高 31ｍ高度地区の指

定がある。 

調査地域に風致地区の指定はない。 

 
出典）「名古屋市都市計画情報提供サービス（その他の地域地区、地区計画）」 

（名古屋市ウェブサイト） 
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図 1-4-28 建物用途の状況 
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図 1-4-29 用途地域の指定状況 
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図 1-4-30 臨港地区の指定状況 
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図 1-4-31 高度地区の指定状況 
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 周辺地域における開発の動向 

大江川の河口において、防潮壁を設置する計画が存在する。防潮壁の設置位置は、図 

1-4-32 に示すとおりである。 

その他の事業予定地周辺における大規模な開発計画は予定されていない。 

 

 

図 1-4-32 防潮壁設置位置 

 

(3) 水域利用 

 河川の利用の状況 

調査地域の北側を流れる山崎川に許可水利権及び慣行水利権は存在しない。調査地域

の南側を流れる天白川水系には、農業用の許可水利権が 6 件、慣行水利権が 18 件、工業

用の許可水利権が存在する。 

なお、調査地域及びその周辺の河川に漁業権は設定されていない。 

 
出典）「二級河川山崎川水系 河川整備基本方針」（名古屋市，平成 25 年） 

「二級河川天白川水系 河川整備基本方針」（愛知県，平成 20 年） 

「内水面における禁止区域及び禁止期間」（愛知県ウェブサイト） 

 

 海域の利用の状況 

事業予定地周辺における海域の利用規制の状況は、図 1-4-33 に示すとおりである。 

事業予定地周辺の海域は、名古屋港港湾区域及び名古屋港港域に指定されている。 

なお、事業予定地周辺の海域に漁業権は設定されていない。 

  
出典）「伊勢湾流域の環境（漁業･漁場）」（伊勢湾環境データベース） 
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図 1-4-33 水域利用規制状況 
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(4) 交 通 

 陸上交通 

(ｱ) 交通網（道路網、公共交通機関網） 

主要な道路網は、図 1-4-34 に示すとおりである。 

調査地域には、名古屋高速 4 号東海線、名古屋高速 3 号大高線、一般国道 23 号及び

247 号、主要県道名古屋半田線及び諸輪名古屋線等が通っている。 

鉄道の状況は、図 1-4-35 に示すとおりである。 

調査地域には、名鉄の常滑線及び築港線、臨海鉄道の東港線及び東築線が通っている。 

バス路線の状況は、図 1-4-35 に示すとおりである。 

調査地域には、市バスが通っている。 

 

(ｲ) 道路交通状況 

調査地域における平成 27 年度の交通量調査区間は図 1-4-36 に、調査結果は表 1-

4-37 に示すとおりである。 

事業予定地周辺の道路の自動車交通量は、一般国道 247 号（№7）が 35,561 台/12 時

間及び 48,008 台/24 時間、主要県道諸輪名古屋線（№8）が 11,150 台/12 時間及び 14,607

台/24 時間、主要県道名古屋半田線（№10）が 10,591 台/12 時間及び 14,721 台/24 時

間、主要県道名古屋半田線（№11）が 18,836 台/12 時間及び 28,443 台/24 時間である。 

また、大型車混入率は、12.9～43.3％である。 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 99 - 

表 1-4-37 交通量調査結果（平成 27 年度） 

道路種別 № 路線名 調査区間 

自動車 

(台) 

大型車 

混入率 

（％） 

歩行者 

(人) 

自転車 

(台) 

動力付 

二輪車類 

(台) 

12時間 24時間 12時間 12時間 12時間 12時間 

都市高速

道路 

1 

愛知県道 

高速名古屋新宝線 

（名古屋高速4号 

東海線） 

江川線～港区・東海市境 19,679 23,902 20.5 － － － 

2 

名古屋市道高速2号 

（名古屋高速3号 

大高線） 

諸輪名古屋線～南区･緑区境 48,686 61,436 12.9 － － － 

一般国道 

3 

23号 

緑区･南区境～諸輪名古屋線 56,572 85,989 31.2 － － － 

4 諸輪名古屋線～名古屋半田線 56,234 84,351 32.0 － － － 

5 名古屋半田線～名古屋東港線 56,265 88,899 36.5 － － － 

6 
247号 

東海橋線～名古屋半田線 31,272 43,156 13.1 0 0 0 

7 名古屋半田線～南区･緑区境 35,561 48,008 13.6 0 0 0 

主要県道 

8 諸輪名古屋線 一般国道23号～名古屋半田線 11,150 14,607 26.8 0 0 0 

9 

名古屋半田線 

一般国道23号～一般国道247号 17,831 24,072 18.3 0 0 0 

10 一般国道247号～南区･港区境 10,591 14,721 21.5 0 0 0 

11 南区･港区境～港区･東海市境 18,836 28,443 35.1 0 0 0 

一般県道 12 名古屋東港線 諸輪名古屋線～名古屋東港線 7,991 10,628 43.3 0 0 0 

一般市道 

13 明治町東築地線 南区明治一丁目～港区大江町 7,654 － 14.8 393 529 190 

14 弦月宝生線 
南区本地通二丁目～ 

南区港東通一丁目 
7,348 － 14.4 153 533 164 

注)1:12 時間交通量の観測時間は、午前 7 時～午後 7 時。 

2:「－」は、非観測区間でデータのないものを示す。 

3:路線名の（ ）内は、通称名を示す。 

出典）「平成 27 年度 名古屋市一般交通量概況」（名古屋市ウェブサイト） 
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図 1-4-34 主要な道路網 
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図 1-4-35 鉄道網及びバス路線図 
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図 1-4-36 交通量調査区間 

注）図中の№は、表 1-4-37 に対応する。 
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(ｳ) 公共交通機関の利用状況 

調査地域を通る名鉄線の令和元年度における駅別乗車人員は、表 1-4-38 に示すとお

りである。 

駅別乗車人員は、大江駅が約 846,000 人、大同町駅が約 1,725,000 人、柴田駅が約

671,000 人、東名古屋港駅が約 842,000 人である。 

 

表 1-4-38 駅別乗車人員（令和 2 年度） 

単位：人 

路線名 駅名 乗車人員 

名鉄常滑線 

大江 846,368 

大同町 1,725,242 

柴田 671,727 

名鉄築港線 東名古屋港 842,318 

出典）「毎年の統計データ（名古屋市統計年鑑）」 

（名古屋市ウェブサイト） 

 

 海上交通 

(ｱ) 航路の状況 

名古屋港の航路の状況は、表 1-4-39 及び前掲図 1-4-33 に示すとおりである。 

名古屋港には、高潮防波堤開口部を通る東航路及び西航路と、それらに接続する北航

路がある。 

 

表 1-4-39 名古屋港の航路 

単位：ｍ 

名称 延長 幅員 水深 

東航路 10,000 580～610 15.0～16.0 

西航路 8,400 350～400 12.0～16.0 

北航路 5,000 200～400 10.0～12.0 

出典）「港湾施設」（名古屋港管理組合ウェブサイト） 

 

(ｲ) 入港船舶の状況 

名古屋港の入港船舶数及び総トン数は、表 1-4-40 に示すとおりである。 

令和 2 年の入港船舶数は約 29,000 隻、総トン数は約 2 億 1 千万トンである。 

 

表 1-4-40 名古屋港の入港船舶数及び総トン数（令和 2 年） 

合 計 
    

外航船 内航船 

隻数  総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 

29,243 210,770,023 7,168 172,211,667 22,075 38,558,356 

出典）「名古屋港統計年報（令和 2 年）」（名古屋港管理組合ウェブサイト） 
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(5) 地域社会等 

 学校、病院、コミュニティ施設等 

学校、病院、コミュニティ施設等の状況は、表 1-4-41 及び図 1-4-37 に示すとおりで

ある。 

調査地域には、保育所・子ども園が 10 箇所、幼稚園が 1 箇所、小学校が 6 箇所、中学

校が 1 箇所、高等学校が 1 箇所、特別支援学校が 1 箇所、大学が 1 箇所、コミュニティ

センターが 6 箇所、病院・診療所が 4 箇所、福祉施設が 7 箇所、児童館が 1 箇所ある。 

 

表 1-4-41 学校、病院、コミュニティセンター等 

区分 № 名称 区分 № 名称 

保育所・ 1 神松保育園 大学 21 大同大学 

子ども園 2 ほうしょう保育園 コミュニティセンター 22 大生ふれあいセンター 

 3 たから園  23 宝生コミュニティセンター 

 4 ゆう保育園  24 宝南コミュニティセンター 

 5 eagle HOUSE  25 白水コミュニティセンター 

 6 白水保育園  26 千鳥コミュニティセンター 

 7 葵第二幼稚園  27 つどいの館和光 

 8 大生幼児園 病院・診療所 28 大同病院 

 9 葵第一幼稚園  29 山口病院 

 10 菜の花保育園  30 南医療生協かなめ病院 

幼稚園 11 大江幼稚園  31 アイ・レディスクリニック 

小学校 12 白水小学校 福祉施設 32 ゆうあいの里大同 

 13 柴田小学校  33 南生苑 

 14 大生小学校  34 はるかぜ 

 15 宝小学校  35 ケアマキス柴田 

 16 千鳥小学校  36 なごやの家中割 

 17 宝南小学校  37 癒しの郷 

中学校 18 名南中学校  38 華々南 

高等学校 19 大同大学大同高等学校 児童館 39 南児童館 

特別支援学校 20 南養護学校分校    

注）診療所は、病床を有する診療所のみ記載した。 

出典）「保育所等」（名古屋市ウェブサイト） 

   「幼稚園」（名古屋市ウェブサイト） 

   「学校一覧」（愛知県ウェブサイト） 

   「愛知県内の私立学校」（愛知県ウェブサイト） 

   「病院名簿（令和 3 年 10 月 1 日現在）」（愛知県ウェブサイト） 

「医院・病院検索」（名古屋市医師会ウェブサイト） 

   「高齢者向け施設のご案内」（愛知県ウェブサイト） 

   「名古屋市内の有料老人ホーム一覧」（名古屋市ウェブサイト） 

   「暮らしの情報（施設案内）」（名古屋市ウェブサイト） 

 

 

 

  




